
【別紙２】

大阪市立○○学校　令和元年度　校長経営戦略支援予算【基本配付・加算配付】実施報告書
（補足説明資料）
・取り組み内容(1)
　施策5　施策名子供一人ひとりの状況に応じた学力向上への取り組み
取組に対する達成状況B
・取り組み内容(2)
施策2　施策名道徳心・社会性の育成
取組に対する達成状況B

取り組み(1)の達成状況、総論

具体的な取り組み内容としては
・「基礎基本の定着を目指して学習をすすめ、必要に応じてICT機器を活用し、学力の向上を図る」
・「平成31年度の小学校学力経年調査における標準化得点を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より向上させる。」
の二つが大きな内容であった。ICT機器の活用はかなり進んでおり、「学校情報化優良校」にも認定された。
しかし、標準化得点は、すべての学年で向上させることはできなかった。
学校協議会でもタブレットの使用頻度の増加に関して高評価をいただいている。
また、「学びサポーター」を活用し、児童の学習に対する関心・意欲の向上を図ってきた。

取り組み内容(1)について

１－１　取り組みを実施する必要性
本校では、平成31年度「全国学力・学習状況調査」の大阪市平均正答率に対して国語は14%算数は12%下回っている。
　家庭での学習習慣が定着しておらず、基本的生活習慣が身についていない、児童もいる。そのため、学校での学習で学力の定着を図っていく必要が大いにある。学習に対する関心・意欲の向上を図るために、「学びサポーター」を活用し、課題のある児童に対して手厚くサポートしている。

１－２　取り組みを実施することにより期待できる効果
　学力に課題のある児童を手厚くサポートすることにより「全国学力・学習状況調査」の正答率の底上げにつなげることが期待できる。

１－３　具体的な実施内容
　各授業に入り込み、学習の補助を「学びサポーター」が行う。







































[bookmark: _GoBack]　授業に入り込み、学習の補助を行う。
放課後学習の実施

１－４取り組みに対する達成状況(A～D)及びその評価理由
　取り組みに対する達成状況：B
　「学びサポーター」さんはよく活動し動いてくださっているが、
標準化得点がすべての学年で向上することができていないため、B評価とした。

取り組み内容(2)について

２－１取り組みを実施する必要性
本校は数年前に荒れを経験している。そのため学校の決まりを守る態度を育成するために、自然体験や社会体験等を大いに取り入れ各行事において、自らの役割をきちんと果たし、自主的に取り組む態度を養う必要があると考えて取り組んできた。

２－２取り組みを実施することにより期待できる効果
自らの役割をきちんと果たし、自主的に取り組む態度を養い、「成就感」や「自己肯定感」を経験させることにより「道徳心・社会性の育成」が生まれると考えられる。

２－３具体的な実施内容
自然体験や社会体験等で子供たちが自らのやくわりをきちんと果たし、自主的に取り組む態度を身につけさせていくようにこちらから働きかけていく。

２－４取組みに対する達成状況(A～D)及びその評価理由

取り組みに対する達成状況：Ｂ

子供たちは、よく頑張っていて、授業も今は大変落ち着いた状況の中で行うことができているが、やはり完ぺきではなく、意識の薄い児童も見受けられるためB評価とした。

　２総論
　年度目標の達成状況、総評
　学習面の向上はなかなか難しい面もあるが、引き続き「学びサポーター」等を活用するなどして、取り組んでいきたい。
【道徳心・社会性の育成】は児童会のあいさつ運動や校外学習の取り組みの成果もあり学校生活アンケートの「学校の決まりを守っている」と回答した児童は86%あり「全国学力・学習状況調査」の児童質問紙の「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」という設問に対する回答では100%の児童が肯定的な回










































　答を行っている。など一定の成果は表れていると考えられる。

　学校協議会における意見
　・朝食、睡眠がしっかりとれているという結果で安心した。
　・体力測定結果の評価よりも運動やスポーツが好きという回答が多いというこ
とがとても評価できる。
　・不登校気味の児童への働きかけができていた。引き続き来年度から良いスタートができるようにしてもらいたい。
　・携帯電話でのSNS等の使用するルールを確立していく必要がある。
　・タブレット端末機の使用頻度が増加していることがよく分かった。
　・登校している児童を見守りしているがいつも元気に登校しているが挨拶が少ないのが少し残念である。
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